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結
（
ゆ
い
）
と
は
、
結
ぶ
と
い
う

こ
と
。
ま
た
、
結
と
は
、
相
互
扶
助

の
精
神
を
意
味
す
る
言
葉
で
も
あ
り
、

労
働
力
を
出
し
合
っ
て
行
う
田
植
え
、

稲
刈
り
な
ど
の
生
活
の
営
み
を
維
持

し
て
い
く
た
め
の
共
同
作
業
を
指
す
、

人
々
に
よ
る
共
同
体
が
形
成
さ
れ
る

過
程
で
生
ま
れ
た
、
と
て
も
歴
史
の

あ
る
言
葉
で
す
。

　

本
誌
「
結 -

Ｙ
ｕ
ｉ-

」
は
、
地
域

圏
大
学
で
あ
る
三
重
大
学
と
地
域
社

会
と
の
産
学
官
民
連
携
の
取
り
組
み

の
な
か
か
ら
、
地
域
の
良
さ
を
見
つ

め
直
し
、
三
重
地
域
が
長
い
歴
史
の

な
か
で
培
っ
て
き
た
潜
在
力
を
掘
り

起
こ
し
て
、
未
来
に
つ
な
げ
て
い
こ

う
と
す
る
雑
誌
で
す
。

　

大
学
の
研
究
者
の
研
究
に
か
け
る

思
い
や
地
元
企
業
が
生
み
だ
し
た
こ

だ
わ
り
の
製
品
・
技
術
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
立
場
で
活
動
す
る
方
々
の
生

の
声
を
拾
い
上
げ
、
お
届
け
し
ま
す
。

人
と
の
結
、
産
業
と
の
結
、
地
域
と

の
結
、
そ
し
て
、
読
者
と
の
結
、
さ

ま
ざ
ま
な
結
び
の
か
た
ち
を
紹
介
し
、

自
治
体
、
企
業
と
も
連
動
し
な
が
ら
、

三
重
県
に
関
係
す
る
人
々
の
た
め
の

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
」
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

Yuiとは

産学官民連携は
人と人との結びつきから
始まります。
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知
的
財
産
に
つ
い
て
考
え
る

「
知
的
財
産
」「
特
許
」「
著
作
権
」
と
い
っ
た
言
葉
や
、
そ
れ
ら
の
侵
害
や

訴
訟
裁
判
の
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
グ
ッ
ズ
、
食
品
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
…
、

知
的
財
産
権
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
て
い
る
も
の
が
私
た
ち
の
回
り
に
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

大
学
は
、
知
的
財
産
の
宝
庫
で
あ
り
、
と
く
に
特
許
や
著
作
権
と
は

切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
に
あ
り
ま
す
。
今
回
は
知
的
財
産
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　特許制度とは「発明者に一定期間、一定の条
件のもとに特許権という独占排他的な権利を与え
て、発明の保護を図り、その発明を公開して利用
を図ること」です。

特許制度とは

　特許法では、発明を「自然法則を利用した技
術的思想の創作のうち高度のもの」と定義してい
ます。
　自然法則とは、自然界において経験的に見出さ
れる科学的な法則です。計算方法のように人間が
考え出した法則やゲームのルールなどは該当しま
せん。
　技術とは、一定の目的を達成するための具体的
手段で、実際に利用でき、知識として伝達できる
ものをいいます。野球の投球方法など個人の技能
によるものや、絵画や彫刻等の美的創作物などは
特許上の発明にはなりません。
　創作とは、新しいことを創り出すことです。天
然物の発見などは発明になりません。
　そして、そのような発明のうち、高度なものに
限ると日本では定義されています。

発明とは

「知的財産」とは、発明、考案、植物の新品種、意匠、
著作物その他　の人間の創造的活動により生み出される
もの ( 発見又は解明がされた自然の法則又は現象であっ
て、産業上の利用可能性があるものを含む。)、商標、商
号その他事業活動に用いられる商品又は役務を表示する
もの及び営業秘密その他の事業活動に有用な技術上又は
営業上の情報をいう。（知的財産基本法第 2 条）

　知的財産とは、知的財産基本法によって次のよ
うに定義されています。

知的財産とは

参考：産業財産権標準テキスト「総合編」（独立行政法人工業所有権情報・研修館発行）



巻頭特集　知的財産について考える

発
明
し
た
と
き
に
は
、
共
同
発

明
者
全
員
の
共
有
と
な
り
ま
す
。

　

大
学
、
研
究
機
関
に
勤
め
る

教
職
員
や
研
究
者
、
会
社
の
従

業
員
が
職
務
と
し
て
完
成
し
た

発
明
を
「
職
務
発
明
」
と
い
い

ま
す
。
大
学
に
お
い
て
は
、
特

許
を
受
け
る
権
利
は
発
明
者
で

あ
る
教
職
員
に
あ
り
ま
す
が
、

大
学
に
も
発
明
を
実
施
で
き

る
権
利
が
与
え
ら
れ
、
事
前
に

教
職
員
か
ら
特
許
を
受
け
る
権

利
を
譲
り
受
け
る
契
約
（
予
約

承
継
）
が
許
さ
れ
ま
す
。
例
え

ば
三
重
大
学
で
は
、「
国
立
大

学
法
人
三
重
大
学
知
的
財
産
ポ

リ
シ
ー
」「
同
知
的
財
産
規
程
」

に
お
い
て
、
三
重
大
学
の
教
職

員
の
職
務
発
明
に
関
す
る
ル
ー

ル
を
明
文
化
し
て
い
ま
す
。

 

ノ
ー
ベ
ル
賞
と

特
許
制
度

　

２
０
１
２
年
、
京
都
大
学
の

山
中
伸
弥
教
授
が
、
人
工
多
機

る
発
明
は
、
新
し
い
か
ど
う

か
（
新
規
性
）
が
問
わ
れ
ま
す
。

特
許
出
願
前
に
公
然
と
知
ら
れ

た
発
明
な
ど
に
は
新
規
性
が
あ

り
ま
せ
ん
。

　

容
易
に
考
え
出
す
こ
と
が
で

き
な
い
発
明
で
あ
る
こ
と
（
進

歩
性
）
も
必
要
で
す
。
誰
で
も

簡
単
に
考
え
つ
く
よ
う
な
発

明
、
既
存
の
発
明
を
寄
せ
集
め

た
だ
け
の
発
明
な
ど
は
進
歩
性

が
な
い
と
判
断
さ
れ
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
、
先
に
出
願
さ
れ

て
い
な
い
か
ど
う
か
（
先
願
主

義
）、
公
序
良
俗
に
反
す
る
発

明
で
な
い
か
、
明
細
書
の
記
載

は
規
定
ど
お
り
か
等
の
審
査
を

経
て
、
特
許
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。

大
学
で
生
ま
れ
た 

発
明
は
誰
の
も
の
か

　

特
許
法
で
は
、
特
許
を
受
け

る
権
利
は
原
始
的
に
は
発
明
者

の
も
の
に
な
り
ま
す
。
共
同
で

発
明
が
す
べ
て 

特
許
に
な
る

わ
け
で
は
な
い

　

特
許
法
上
の
発
明
に
該
当
し

て
い
て
も
、
す
べ
て
の
発
明
が

特
許
に
な
る
わ
け
で
は
な
く
、

特
許
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

発
明
に
は
い
く
つ
か
の
条
件
が

あ
り
ま
す
。

　

特
許
法
第
1
条
に
は
「
こ
の

法
律
は
、
発
明
の
保
護
及
び
利

用
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
発
明

を
奨
励
し
、
も
つ
て
産
業
の
発

達
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
」
と
あ
り
ま
す
。

　

特
許
を
受
け
る
た
め
に
は
、
産

業
と
し
て
実
施
で
き
る
も
の
で

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

外
科
的
手
術
方
法
な
ど
人
道
上

広
く
開
放
す
べ
き
も
の
、
明
ら
か

に
実
施
が
不
可
能
な
も
の
、
個
人

的
に
の
み
利
用
さ
れ
る
も
の
は
、

産
業
と
し
て
実
施
で
き
る
も
の

に
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

　

特
許
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

能
幹
細
胞
（
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
）
に

関
す
る
研
究
で
ノ
ー
ベ
ル
医

学
・
生
理
学
賞
を
受
賞
し
た

ニ
ュ
ー
ス
は
記
憶
に
新
し
い
と

こ
ろ
で
す
。
こ
の
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞

の
特
許
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

　

三
重
大
学
社
会
連
携
特
任
教
授

で
も
あ
る
、
日
本
大
学
大
学
院
知

的
財
産
研
究
科
の
加
藤
浩
教
授
が

「
ノ
ー
ベ
ル
賞
と
特
許
制
度
」
に

つ
い
て
解
説
し
て
い
ま
す
。

　

京
都
大
学
で
は
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
の
研
究
成
果
が
注
目
さ
れ

始
め
た
こ
ろ
か
ら
、
知
的
財
産
の
管
理
体
制
を
強
化
し
、
日

米
欧
な
ど
の
主
要
国
に
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
に
関
す
る
特
許
を
積
極

的
に
出
願
し
て
い
る
。
京
都
大
学
が
特
許
の
取
得
に
力
を
入

れ
る
の
は
、
利
益
目
的
で
は
な
く
、
研
究
開
発
の
普
及
や
適

切
な
医
薬
品
ア
ク
セ
ス
が
目
的
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

営
利
企
業
が
特
許
を
独
占
し
た
り
、
高
額
な
特
許
使
用
料

を
設
定
す
れ
ば
、
研
究
開
発
は
普
及
せ
ず
、
ま
た
、
医
療
費

の
高
騰
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
大
学
が
特
許
を
取

得
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
よ
う
な
事
態
を
回
避
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
る
。

　

従
っ
て
、
京
都
大
学
で
は
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
に
関
す
る
特
許

ラ
イ
セ
ン
ス
に
つ
い
て
、
学
術
研
究
に
は
無
償
で
提
供
し
、

商
業
目
的
の
研
究
開
発
に
も
安
価
な
特
許
使
用
料
で
提
供
し

て
い
る
。
山
中
教
授
も
、
今
後
の
目
標
と
し
て
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細

胞
技
術
の
確
立
と
共
に
、
知
的
財
産
の
取
得
を
掲
げ
て
お
り
、

特
許
の
重
要
性
を
強
く
認
識
さ
れ
て
い
る
。

（
２
０
１
２
年
10
月
31
日
付
薬
事
日
報
「
ノ
ー
ベ
ル
賞
と
特
許
制
度
」

日
本
大
学
大
学
院
知
的
財
産
研
究
科　

加
藤
浩 

教
授
）



知的財産統括室のスタッフ

知的財産統括室の 
お仕事、拝見

役
を
行
う
「
株
式
会
社
三
重

テ
ィ
ー
エ
ル
オ
ー
」
と
い
う
外

部
組
織
が
あ
り
、
知
的
財
産
統

括
室
と
連
携
し
て
三
重
大
学
の

研
究
成
果
を
社
会
に
還
元
し
役

立
て
る
た
め
の
活
動
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。

　

特
許
が
か
た
ち
に
な
っ
た
一

例
と
し
て
、
独
立
行
政
法
人 

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総

合
開
発
機
構
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）
の

支
援
を
受
け
て
、
三
重
大
学

と
Ｎ
Ｅ
Ｃ
シ
ス
テ
ム
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
株
式
会
社
が
Ｎ
Ｅ
Ｃ
の
パ

ペ
ロ
を
ベ
ー
ス
に
共
同
開
発
し

た
「
味
見
ロ
ボ
ッ
ト
（
ソ
ム
リ

エ
ロ
ボ
ッ
ト
）」
が
あ
り
ま
す
。

食
品
に
赤
外
線
を
照
射
し
た
時

の
赤
外
線
吸
光
度
ス
ペ
ク
ト
ル

を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

三
重
大
学
の

知
的
財
産
を
創
出
・

保
護
・
活
用
す
る

　

前
述
の
と
お
り
、
大
学
教
職

員
が
職
務
発
明
を
し
た
場
合
、

大
学
は
教
職
員
か
ら
特
許
を
受

け
る
権
利
を
譲
り
受
け
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
知
的
財

産
統
括
室
で
は
、
教
職
員
の
研

究
成
果
を
最
も
よ
い
か
た
ち
で

権
利
化
し
保
護
・
活
用
す
る
た

め
の
方
法
を
考
え
ま
す
。
特
許

を
取
得
す
る
の
か
商
標
登
録
す

る
の
か
ノ
ウ
ハ
ウ
で
保
護
し
た

ほ
う
が
よ
い
の
か
な
ど
を
検
討

し
、
発
明
者
と
話
し
合
い
な
が

ら
出
願
書
類
を
作
成
し
ま
す
。

大
学
と
企
業
が
共
同
研
究
を
行

う
場
合
に
は
、
企
業
と
大
学
の

間
の
と
り
き
め
や
条
件
に
つ
い

て
各
契
約
書
を
作
成
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
大
学
の
知
的
財

産
の
掘
り
起
こ
し
か
ら
そ
の
管

理
、
活
用
に
い
た
る
ま
で
、
三

重
大
学
の
研
究
活
動
を
そ
ば
か

ら
支
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
三
重
大
学
内
に
は
、

研
究
成
果
や
新
技
術
を
産
業
界

に
移
転
す
る
た
め
の
橋
渡
し

　三重大学には、「知的財産統括室」という
三重大学発の知的財産の創出・保護・活用
の推進を行う組織があります。今回は、三
重大学知的財産統括室の活動についてご紹
介します。

大
学
ブ
ラ
ン
ド
、

産
学
連
携
商
品
を

認
定
す
る

　

近
年
、
三
重
大
学
は
新
し
い

情
報
発
信
の
か
た
ち
と
し
て
の

大
学
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
づ

く
り
の
ほ
か
、
企
業
と
の
共
同

研
究
に
よ
っ
て
開
発
し
た
い
ろ

い
ろ
な
産
学
連
携
商
品
を
生
み

出
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
見

る
と
、「
本
商
品
は
三
重
大
学

と
の
共
同
研
究
に
基
づ
い
た
商

品
で
す
」
と
い
っ
た
文
言
や
大

学
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
（
図
1
）
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

三
重
大
学
の
名
称
や
ロ
ゴ

マ
ー
ク
は
特
許
庁
に
商
標
登
録

さ
れ
て
い
ま
す
。

数
十
種
類
の
ワ
イ
ン
の
銘
柄
や

味
を
判
別
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
２
０
０
７
年
に
は
「
は
じ

め
て
の
ロ
ボ
ッ
ト
・
ソ
ム
リ

エ
」
と
し
て
、
ギ
ネ
ス
ブ
ッ

ク
に
も
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
年
度
に
届
出
、
出
願
、
技

術
移
転
が
な
さ
れ
た
職
務
発
明

を
対
象
に
選
考
・
表
彰
す
る「
三

重
大
学
知
的
財
産
表
彰
状
授
与

式
」
が
２
０
０
７
年
よ
り
毎
年

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
２
０
１
１

年
度
は
知
的
財
産
統
括
室
の
狩

野
幹
人
助
教
が
「
知
的
財
産
管

理
・
活
用
功
労
賞
」
を
受
賞
し

ま
し
た
。

平成 24 年度三重大学知的財産表彰状授与式

（図1）ロゴデザインの一例　　
　　

味見ロボット（ソムリエロボット）



巻頭特集　知的財産について考える

示
方
法
や
記
載
さ
れ
る
文
言
等

に
つ
い
て
使
用
希
望
者
と
協
議

を
行
い
ま
す
。
届
け
出
内
容
を

知
的
財
産
評
価
委
員
会
に
お

い
て
審
査
し
、
大
学
ロ
ゴ
等

使
用
可
否
の
決
定
、
産
学
連

携
商
品
に
関
す
る
契
約
を
締

結
し
ま
す
。

表
示
内
容
は
薬
事
法
等
に
違

反
し
て
い
な
い
か
、
消
費
者
か

ら
誤
解
を
招
く
表
現
に
な
っ
て

い
な
い
か
、
大
学
が
商
品
の
品

質
を
保
証
す
る
よ
う
な
表
現
に

な
っ
て
い
な
い
か
な
ど
を
確
認

し
ま
す
。
契
約
は
1
年
ご
と
の

更
新
で
、
使
用
料
は
売
上
高
を

も
と
に
決
定
さ
れ
ま
す
。

知
財
に
関
す
る

教
育
を
行
う

﹇
Ｍ
ｉ
ｐ
特
許
塾
﹈

知
的
財
産
統
括
室
で
は
、
三

重
県
内
企
業
の
方
、
教
職
員
、

学
生
、
知
的
財
産
に
関
す
る
知

識
を
深
め
た
い
方
を
対
象
に
実

践
的
な
知
的
財
産
の
保
護
・
活

用
方
法
を
指
導
・
教
育
す
る

体
的
」
な
ど
、
お
お
む
ね
講
義

の
内
容
に
満
足
す
る
声
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

﹇
知
財
に
関
す
る
授
業
﹈

２
０
１
２
年
度
よ
り
学
部

生
、
大
学
院
生
を
対
象
と
し
た

知
的
財
産
や
産
学
連
携
に
関
す

る
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
三
重
大
学
と
の
共
同
開
発

に
よ
る
商
品
で
あ
る
こ
と
を

Ｐ
Ｒ
し
た
い

・
共
同
開
発
し
た
商
品
に
三
重

大
学
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
表
示

し
た
い

な
ど
の
場
合
、
三
重
大
学
と
の

連
携
や
共
同
開
発
に
よ
る
成
果

に
基
づ
い
た
商
品
で
あ
れ
ば
、

「
三
重
大
学
産
学
連
携
商
品
」

の
登
録
を
検
討
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
登
録
に
際
し
て
は
、

「
産
学
連
携
商
品
に
お
け
る
大

学
ロ
ゴ
等
使
用
届
出
書
」
の

提
出
、
学
内
委
員
会
の
審
査
、

大
学
と
の
産
学
連
携
商
品
に

関
す
る
契
約
、
使
用
料
等
が

必
要
で
す
。

知
的
財
産
統
括
室
で
は
、
商

品
へ
の
本
学
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
表

「
Ｍ
ｉ
ｐ
（=M

ie intellectual 
property

）
特
許
塾
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
8
年
目
と
な
る

今
回
は
、「
注
目
の
特
許
活
用
、

知
財
戦
略
を
学
ぶ
」
と
題
し
て

強
力
な
講
師
陣
を
迎
え
、
全
４

回
の
講
座
を
開
き
ま
し
た
。

昨
年
度
の
Ｍ
ｉ
ｐ
特
許
塾
受

講
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
み

る
と
、
仕
事
で
必
要
な
知
識
を

得
る
た
め
や
自
身
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
目
的
に
多
く
の
人
が

受
講
し
て
い
ま
す
。
講
義
に
つ

い
て
は
「
役
立
つ
」「
お
そ
ら

く
役
立
つ
」
と
の
評
価
が
多
く

を
占
め
て
い
ま
す
。
受
講
者
か

ら
は
、「
わ
か
り
や
す
い
」「
弁

理
士
・
経
営
者
の
話
が
直
接
聞

け
て
よ
か
っ
た
」「
内
容
が
具

三重大学で品種登録した
酒米「弓形穂（ゆみなりほ）」
（2010 年品種登録）

三重大学産学連携商品
「純米吟醸 弓形穂しずく」

製造販売元：河武醸造株式会社

三重大学産学連携商品　「黒にんにゃく」
製造販売元：有限会社上野屋

三重大学産学連携商品　「エラスチンドリンク」
製造販売元：株式会社リリーウォーカー

Mip 特許塾

講義内容について講義を受けた動機（複数回答あり） 講義内容機（複数回答あ ）

2011年度Ｍｉｐ特許塾受講者アンケート



理事会

総務部

企画調整課

本店営業部

保証推進課

保証課

期中管理課

創業グループ
創業、新分野進出、転業などに
関すること

事業再生、再挑戦に関すること
再生グループ

管理課

創業・企業支援課

四日市支店

総務課

保証事務課

会　　長
専務理事
常務理事
常勤理事

中 小 企 業 者

1. 融資申込み

6. 借入金返済

9. 求償債務返済

3. 信用調査

2. 信用保証依頼

4. 信用保証書発行

7. 代位弁済請求

8. 代位弁済

5. 融 資

金 融 機 関 三重県信用保証協会

信用保証制度とは
信用保証協会は、中小企業が事業資金を借
り入れるときなど、信用保証協会が公的な保
証人となることで、借入を容易にする役割を
持つ機関です。中小企業の育成を金融の側
面から支援するこの仕組みを「信用保証制度」
といいます。信用保証制度は、中小企業者、
金融機関、信用保証協会の三者で成り立って
おり、その仕組みは次のようになります。

信用保証制度のしくみ

三重県信用保証協会の組織図と 
創業支援グループ 創業支援グループとは

創業や新分野への進出を検討中
の方を応援・バックアップするのが
三重県信用保証協会・創業支援グ
ループです。

産
学
官
が
連
携
し
て
、

三
重
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
支
援
し
ま
す
！

三
重
県
で
こ
れ
か
ら
事
業
を
開
始
す
る
方
や
事
業
を
始
め
て
間
も

な
い
方
並
び
に
新
分
野
へ
の
進
出
を
検
討
し
て
い
る
方
を
、
産
学
官

が
連
携
し
て
応
援
・
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
仕
組
み
が
あ
り
ま
す
。

三
重
県
信
用
保
証
協
会
は
、
国
お
よ

び
地
方
公
共
団
体
の
支
援
の
も
と
に
各

金
融
機
関
と
協
調
し
て
中
小
企
業
を
応

援
す
る
機
関
で
す
。
全
国
で
あ
わ
せ
て

52
の
信
用
保
証
協
会
が
あ
り
ま
す
。

http://www.daisanbank.co.jp/

三重県信用保証協会
創業・企業支援課　創業グループ
〒514-0003 三重県津市桜橋 3丁目399 番地
TEL 059-229-6060　FAX 059-229-6344
E-mail so-gyo@cgc-mie.or.jp

URL http://www.cgc-mie.or.jp/



細
胞
外
基
質
研
究
所
（
代
表
者
：
三
重
大
学

大
学
院
工
学
研
究
科
准
教
授
宮
本
啓
一
）

と
株
式
会
社
リ
リ
ー
ウ
ォ
ー
カ
ー
の
共
同
開

発
商
品

株
式
会
社
サ
ン
シ
ス
テ
ム

三
重
県
鈴
鹿
市
磯
山
１
丁
目
20-

53

新事業支援事例

次の４ステップでバックアップします
主な創業支援機関
創業グループではこれらの機関との
ネットワークを確立し、情報交換を
密にして連携を図り創業支援体制を
双方で強化していきます。
・三重県
・財団法人 三重県産業支援センター
・三重大学
・県内金融機関
・県内商工会議所、商工会　など

三重県や三重大学などと
の連携による主な取組み
・MIE 経営者育成道場【主催：三重
大学地域戦略センター】

・ビジネスプランコンテストみえ 【主
催：三重県】
・創業カフェ【主催：四日市志創業
応援隊（四日市商工会議所ほか）】

三重大学大学院医学系研究科・教授　社会連
携担当・学長補佐 西村訓弘氏による、「起業・
第二創業についての取り組み姿勢」と題したセ
ミナーが行われました。

２
０
１
１
年
度
「
起
業
道

場
」
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
審

査
会

第
４
回
創
業
カ
フ
ェ

1st 相談業務 
まずはご相談ください。
創業前の一般的な相談から、創業時の金融相談、創業後の経
営相談まで創業全般に関するご相談をお受けします。また、必
要に応じて、弁護士、公認会計士、税理士、経営コンサルタン
トなど外部の専門家による相談も可能です。まずは、県内金融
機関、保証協会までご連絡ください。協会では、専任の担当
者が担当します。

2nd 創業準備 
創業に向けての準備を総合的に支援します。
①金融機関と保証協会が連携し、創業に向けた事業計画から
資金調達など準備段階から支援します。

②三重県が開催するMIE 経営者育成道場 ( 創業者の養成ス
クール )と連携して具体的な創業に向けて、創業者の心構え、
事業計画、収支計画などを支援します。

3rd公的な保証人 
資金調達をバックアップします。
三重県信用保証協会は資金の借り入れの際の「公的な保証人」
です。創業資金を金融機関から借り入れする際、私たち三重県
信用保証協会が保証人としてサポートします。金利面などが有
利な制度融資がご利用いただけます。

4th 創業後のフォロー 
創業後もフォローします。
企業の成長や発展にあわせて、創業後もお手伝いします。創業
保証から一定期間はコンサルタントの派遣を含めて、販路開拓
や技術面などの課題に対して、専門家を交えて様々な相談を承
ります。追加保証のお申込みなどについてもご相談ください。

ハナビラタケの製造販売事業

美容飲料 
「エラスチンドリンク」の 
製造販売事業
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プン・グラフィックス

「結」設置場所

大学へのアクセス

□ 三重大学構内
□ 三重大学医学部附属病院
□ 三重大学四日市フロント
□ 三重大学伊賀研究拠点
□ 三重大学連携室（尾鷲市）

ほか

表紙写真／大学の広場につくられた
憩いの空間「並 -namiki- 木」に登っ
て遊ぶ、素足の子ども。尾鷲ヒノキ
の香り、温もりを全身で感じることが
できる場所になっている。

［三重大学全学シーズ集］

三重大学全学シーズ集は、本学に在職する研究者と
その教育研究活動に関する情報を広く社会に紹介するものです。

三重大学の研究者と教育研究活動内容についての検索

［三重大学キャンパス・インキュベータ］

大学成果の知的財産としての活用推進とベンチャー企業立ち上げの支援、
更には創生期にあるベンチャー企業の自立を総合的に支援いたします。

2013 年 2月現在

地域圏での新事業立ち上げを総合的に支援します

第 号

March 2013 編
集
後
記

今号は冬の発行となりました。巻頭特集では、知
的財産について取り上げました。特許や発明には
縁がないと思われていた方にも知的財産のことを
身近に感じていただけたら幸いです。さらに、前
号に引き続き「忍術学」対談の後編をお届けしま
した。この話の続きを読みたくて冊子を手に取ら
れた方は多いのではないかと思います。また、今
回は学生の活動にスポットを当てました。サーク
ル活動やアルバイトだけでな
く、社会のため、自己実現
のために自ら考え・動く学生
たちがいます。学生を通じ
た活動も大学の産学官連携
のひとつだと思います。
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TEL：059-231-9763　FAX：059-231-9743
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